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(百万円未満切捨て)
１．平成28年１月期第２四半期の業績（平成27年２月１日～平成27年７月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年１月期第２四半期 5,561 29.0 229 238.7 266 136.9 179 201.4

27年１月期第２四半期 4,312 △11.4 67 △83.7 112 △74.3 59 △77.1
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年１月期第２四半期 51.12 ―

27年１月期第２四半期 16.60 ―
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年１月期第２四半期 8,427 5,774 68.5

27年１月期 8,230 5,564 67.6
(参考) 自己資本 28年１月期第２四半期 5,774百万円 27年１月期 5,564百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年１月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

28年１月期 ― 0.00

28年１月期(予想) ― 12.50 12.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

27年１月期期末配当金の内訳 普通配当 12円50銭 特別配当 ２円50銭

　

３．平成28年１月期の業績予想（平成27年２月１日～平成28年１月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 14.8 660 49.2 710 42.9 380 28.9 108.39
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年１月期２Ｑ 4,098,000株 27年１月期 4,098,000株

② 期末自己株式数 28年１月期２Ｑ 593,001株 27年１月期 592,076株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年１月期２Ｑ 3,505,367株 27年１月期２Ｑ 3,581,381株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示
時点において四半期報告書も同日に開示する予定のため、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は
終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「業績予想などの将来予
測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外景気の動向に不安要素が残るものの、政府と日銀による経済

政策・金融緩和政策等の効果により、景気は緩やかな回復基調が続いております。

建設業界におきましては、公共投資は国土強靭化計画により底堅く推移する反面、全体的には減少に転じている

ものの、民間設備投資の改善や戸建住宅着工戸数の増加により堅調な気配を見せております。しかしながら建設資

材の価格上昇や人手不足による労務費の増加など、経営環境は依然として厳しい状況で推移しております。

このような状況のなかで当社は、完工高150億円を中長期目標とし８月より本社機構へ新たに営業本部と施工本部

を設置しました。また今後も新工法の開発及び普及に向けて注力すると共に、社内での技術講習会等を継続して行

うことにより職域全体のスキルアップを図っております。

この結果、当第２四半期累計期間の売上高につきましては、55億61百万円（前年同期比29.0％増）となりました。

損益につきましては、営業利益は2億29百万円（前年同期比238.7％増）、経常利益は２億66百万円（前年同期比

136.9％増）、四半期純利益は１億79百万円（前年同期比201.4％増）となりました。

なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。

特殊土木工事等事業における当第２四半期累計期間の完成工事高は32億61百万円（前年同期比57.7％増）となり、

セグメント利益は１億47百万円（前年同期比305.3％増）となりました。

住宅関連工事事業における当第２四半期累計期間の完成工事高は22億73百万円（前年同期比1.3％増）となり、セ

グメント利益は74百万円（前年同期比136.8％増）となりました。

機械製造販売等事業における当第２四半期累計期間の売上高は３百万円となり、セグメント利益は０百万円とな

りました。なお、前第２四半期累計期間においては、受注実績および販売実績はなく、売上高およびセグメント利

益は発生しておりません。

再生可能エネルギー等事業における当第２四半期累計期間の売上高は22百万円となり、セグメント利益は６百万

円となりました。なお、今後の事業内容の多角化に対応するため、当事業年度より再生可能エネルギー等事業を事

業目的に追加しております。

決算短信 （宝印刷）  2015年09月14日 09時11分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



太洋基礎工業株式会社(1758) 平成28年１月期 第２四半期決算短信

－ 3 －

（２）財政状態に関する説明

　 ① 資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第２四半期会計期間末における資産合計は84億27百万円となり、前事業年度末に比べ１億97百万円増加いた

しました。その主な要因は、完成工事未収入金が２億22百万円増加したことによります。

(負債)

当第２四半期会計期間末における負債合計は26億53百万円となり、前事業年度末に比べ12百万円減少いたしま

した。その主な要因は、流動負債「その他」に含めている未払消費税等が１億22百万円増加したものの未成工事

受入金が１億69百万円減少したことによります。

(純資産)

当第２四半期会計期間末における純資産合計は57億74百万円となり、前事業年度末に比べ２億９百万円増加い

たしました。その主な要因は、利益剰余金が１億26百万円、その他有価証券評価差額金が83百万円それぞれ増加

したことによります。

　

　 ② キャッシュ・フローの状況

(キャッシュ・フローの状況の分析)

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末に比べ１億２百万円減少し、

26億27百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得た資金は、95百万円(前年同四半期は１億６百万円の支出)となりました。この主な要因は、

税引前四半期純利益の発生によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、98百万円(前年同四半期は２億８百万円の支出)となりました。この主な要

因は、有形固定資産の取得によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、98百万円(前年同四半期は２億28百万円の支出)となりました。この主な要

因は、配当金の支払によるものであります。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成27年３月13日に公表いたしました通期の業績予想につきましては、現在のところ変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年１月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年７月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,141,132 3,039,132

受取手形 537,267 559,532

完成工事未収入金 1,694,974 1,917,010

未成工事支出金 401,839 296,583

その他 99,780 88,958

貸倒引当金 △12,070 △14,880

流動資産合計 5,862,924 5,886,337

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 138,068 132,840

機械及び装置（純額） 230,988 435,397

土地 824,558 824,080

リース資産（純額） - 24,892

建設仮勘定 187,444 19,173

その他（純額） 6,775 8,978

有形固定資産合計 1,387,834 1,445,362

無形固定資産 9,423 9,825

投資その他の資産

投資有価証券 673,581 782,605

破産更生債権等 36,081 5,909

その他 353,631 354,933

貸倒引当金 △93,286 △57,523

投資その他の資産合計 970,008 1,085,923

固定資産合計 2,367,266 2,541,111

資産合計 8,230,190 8,427,448
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年１月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 757,495 739,740

工事未払金 867,265 767,578

1年内返済予定の長期借入金 89,976 79,856

リース債務 - 4,792

未払法人税等 - 46,549

繰延税金負債 12,379 648

未成工事受入金 237,128 67,548

工事損失引当金 12 67,472

賞与引当金 32,123 33,465

役員賞与引当金 27,715 5,000

その他 303,052 420,823

流動負債合計 2,327,147 2,233,475

固定負債

長期借入金 59,656 24,788

リース債務 - 24,073

繰延税金負債 17,209 94,454

退職給付引当金 162,393 176,854

役員退職慰労引当金 94,774 95,374

資産除去債務 4,224 4,267

固定負債合計 338,258 419,813

負債合計 2,665,405 2,653,288

純資産の部

株主資本

資本金 456,300 456,300

資本剰余金 377,686 377,686

利益剰余金 4,937,509 5,064,119

自己株式 △377,740 △378,477

株主資本合計 5,393,755 5,519,628

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 171,030 254,531

評価・換算差額等合計 171,030 254,531

純資産合計 5,564,785 5,774,160

負債純資産合計 8,230,190 8,427,448
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

売上高

完成工事高 4,312,424 5,535,308

兼業事業売上高 - 26,535

売上高合計 4,312,424 5,561,844

売上原価

完成工事原価 3,911,055 4,973,843

兼業事業売上原価 - 16,870

売上原価合計 3,911,055 4,990,714

完成工事総利益 401,369 561,465

兼業事業総利益 - 9,665

売上総利益合計 401,369 571,130

販売費及び一般管理費 333,702 341,912

営業利益 67,667 229,218

営業外収益

受取利息 390 502

受取配当金 14,973 8,140

受取賃貸料 6,020 7,801

保険解約返戻金 23,397 -

受取保険金 477 15,221

生命保険配当金 3,577 4,113

物品売却益 491 2,518

その他 3,503 4,771

営業外収益合計 52,832 43,068

営業外費用

支払利息 723 781

賃貸費用 3,882 5,316

自己株式取得費用 2,000 -

その他 1,545 9

営業外費用合計 8,152 6,107

経常利益 112,347 266,179

特別利益

固定資産売却益 1,486 2,025

投資有価証券売却益 - 39

特別利益合計 1,486 2,064

特別損失

固定資産除売却損 221 136

特別損失合計 221 136

税引前四半期純利益 113,611 268,107

法人税、住民税及び事業税 30,060 45,410

法人税等調整額 24,103 43,498

法人税等合計 54,163 88,908

四半期純利益 59,448 179,199
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 113,611 268,107

減価償却費 73,312 71,143

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,045 △32,952

賞与引当金の増減額（△は減少） 530 1,342

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,632 △22,715

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,061 14,461

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,100 600

工事損失引当金の増減額（△は減少） △908 67,459

受取利息及び受取配当金 △15,364 △8,643

支払利息 723 781

受取保険金 △477 △15,221

投資有価証券売却損益（△は益） - △39

固定資産除却損 221 0

固定資産売却損益（△は益） △1,486 △1,888

売上債権の増減額（△は増加） 275,158 △263,190

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,701 98,002

破産更生債権等の増減額（△は増加） 10,295 30,172

仕入債務の増減額（△は減少） △314,017 △117,426

未成工事受入金の増減額（△は減少） 94,912 △169,579

その他 △69,009 128,471

小計 180,689 48,885

利息及び配当金の受取額 15,364 8,533

利息の支払額 △723 △718

保険金の受取額 431 5,221

法人税等の還付額 - 45,165

法人税等の支払額 △302,408 △11,994

営業活動によるキャッシュ・フロー △106,647 95,092

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △352,000 △252,000

定期預金の払戻による収入 252,000 252,000

有価証券の取得による支出 - △100,815

有価証券の償還による収入 - 100,815

有形固定資産の取得による支出 △118,539 △100,516

有形固定資産の売却による収入 2,963 3,716

無形固定資産の取得による支出 △2,540 △1,049

投資有価証券の取得による支出 △2,927 △3,518

投資有価証券の売却による収入 - 51

子会社の清算による収入 10,080 -

投資不動産の賃貸による収入 7,900 7,357

投資不動産の賃貸による支出 △1,299 △994

その他 △4,271 △3,201

投資活動によるキャッシュ・フロー △208,634 △98,154

決算短信 （宝印刷）  2015年09月14日 09時11分 10ページ （Tess 1.40 20131220_01）



太洋基礎工業株式会社(1758) 平成28年１月期 第２四半期決算短信

－ 9 －

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 90,000 -

長期借入金の返済による支出 △40,012 △44,988

自己株式の取得による支出 △222,742 △736

リース債務の返済による支出 - △1,570

配当金の支払額 △55,532 △51,644

財務活動によるキャッシュ・フロー △228,286 △98,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △543,568 △102,000

現金及び現金同等物の期首残高 3,712,124 2,729,132

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,168,555 2,627,132
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成26年２月１日 至 平成26年７月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
特殊土木工事等

事業
住宅関連工事

事業
機械製造販売等

事業

再生可能
エネルギー等

事業

売上高

外部顧客への売上高 2,067,651 2,244,773 ― ― 4,312,424

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,067,651 2,244,773 ― ― 4,312,424

セグメント利益 36,317 31,349 ― ― 67,667

(注) セグメント利益の合計は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成27年２月１日 至 平成27年７月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
特殊土木工事等

事業
住宅関連工事

事業
機械製造販売等

事業

再生可能
エネルギー等

事業

売上高

外部顧客への売上高 3,261,597 2,273,711 3,982 22,553 5,561,844

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,261,597 2,273,711 3,982 22,553 5,561,844

セグメント利益 147,189 74,235 865 6,926 229,218

(注) セグメント利益の合計は四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、新たに再生可能エネルギー等事業を開始したことに伴い、第１四半期会計期間から「再生可能エネルギ

ー等事業」を報告セグメントに追加しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

当社は生産実績を定義することが困難であるため生産実績の記載はありません。

① 売上高の状況

　 (単位：千円)

セグメントの名称

前第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

対前年同期

金額
構 成 比

(％)
金額

構 成 比
(％)

金額
増 減 率

(％)

特殊土木工事等 2,067,651 47.9 3,261,597 58.6 1,193,946 57.7

住宅関連工事 2,244,773 52.1 2,273,711 40.9 28,938 1.3

機械製造販売等 ― ― 3,982 0.1 3,982 ―

再生可能エネルギー等事業 ― ― 22,553 0.4 22,553 ―

合計 4,312,424 100.0 5,561,844 100.0 1,249,420 29.0

(注) 金額には消費税等は含まれておりません。

　

② 受注高

　 (単位：千円)

セグメントの名称

前第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

対前年同期

金額
構 成 比

(％)
金額

構 成 比
(％)

金額
増 減 率

(％)

特殊土木工事等 3,094,923 57.4 2,489,178 53.9 △605,744 △19.6

住宅関連工事 2,297,393 42.6 2,126,297 46.1 △171,095 △7.5

機械製造販売等 ― ― 482 0.0 482 ―

再生可能エネルギー等事業 ― ― ― ― ― ―

合計 5,392,316 100.0 4,615,958 100.0 △776,358 △14.4

(注) 金額には消費税等は含まれておりません。

　

③ 受注残高

　 (単位：千円)

セグメントの名称

前第２四半期累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

対前年同期

金額
構 成 比

(％)
金額

構 成 比
(％)

金額
増 減 率

(％)

特殊土木工事等 2,382,890 93.2 2,182,587 90.9 △200,302 △8.4

住宅関連工事 174,447 6.8 219,569 9.1 45,122 25.9

機械製造販売等 ― ― ― ― ― ―

再生可能エネルギー等事業 ― ― ― ― ― ―

合計 2,557,338 100.0 2,402,157 100.0 △155,180 △6.1

　(注) 金額には消費税等は含まれておりません。
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